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ビジネス単独のビジネスはありません。

BTP 上の SAP Business Network を初めて使用しますか。
BTP クイックツアーで SAP Business Networkをチェックアウト

https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
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バイヤー

ERP での購買発
注の登録

サプライヤ

注文書の受信 オーダー確
認の作成

事前出荷通知の
登録

入庫の受信 受領書の監視およ
び請求書の作成

請求書および支払ス
テータスの監視

オーダー確認
の受信

事前出荷通知の
受信

入庫の転記 請求書例外の受信と
監視

サプライヤへの支
払の処理

SAP Business Network

SAP Business 
Network への
オンボーディ
ング

SAP Business 
Network への登
録

BTP 上の SAP Business Network におけるエンドツーエンドのコラボレーション



公開

アカウントの登録

https://sap.sharepoint.com/:v:/t/ProjectPhoenix916/IQD67spVhiyTS4NosOJy_mVEAfpAAjQG5-XiF3Egd_rv0M8?nav=eyJyZWZlcnJhbEluZm8iOnsicmVmZXJyYWxBcHAiOiJTdHJlYW1XZWJBcHAiLCJyZWZlcnJhbFZpZXciOiJTaGFyZURpYWxvZy1MaW5rIiwicmVmZXJyYWxBcHBQbGF0Zm9ybSI6IldlYiIsInJlZmVycmFsTW9kZSI6InZpZXcifX0%3D&e=zNlIzj
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ソリューション領域：取引先オンボーディングポータル

主な利点:

• サプライヤは、注文書、オーダー確認、出荷通知、請求書処理、支払いなどのさまざまな
ドキュメントの種類について、データセンター全体で取引先 (バイヤー) とコラボレーシ
ョンできるようになります。

• サプライヤオンボーディングのアカウント部分の作成時にサプライヤが選択できるように
、SAP Business Network でサポートされるデータセンターが提供されます。

• 継続的な機能強化の一環として、サプライヤオンボーディングページが改善され、より直
感的で効率的なインターフェイスを提供することを目的としたユーザーエクスペリエンス
が改善されました。

• サプライヤオンボーディングでデータセンターピッカーを使用できるようになります。こ
れには、簡易サプライヤ登録、取引関係、ソーシング参加依頼、およびウォークアップオ
ンボーディングが含まれます。

ペルソナ:サプライヤ

導入：BTP 上の SAP Business Network の複数のデータセンターでのサプライヤー登録

説明:
• サプライヤーが招待されるか、BTP 上の SAP Business Network のさまざまな地域のデー
タセンターへの登録を中止することを許可する
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新しいアカウントを作成し、希望す
るデータセンターを選択します。

1. [今すぐ登録] をクリックし、アカウントを
関連付ける電子メールアドレスを指定して
、新しいスタンダードアカウントを作成し
ます。

2. アカウントの登録を続行するために必要な
電子メールアドレスにワンタイムパスワー
ドが送信されます。

3. サプライヤーはデータセンターを選択し、
アカウント登録情報を入力し、フォームを
提出する手順を進めます。

4. サプライヤが必須のプロファイル情報の詳
細を入力し、新しいサプライヤポータルの
操作性にアクセスします。

5. サプライヤのスタンダードアカウントの登
録が完了すると、サプライヤポータルにア
クセスできるようになります。

機能: ウォークアップ登録

1 32

4 5
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ソーシング参加依頼からのアカウン
トの登録

1. サプライヤは、ソーシング登録ポータルか
ら登録するためのリンクを含むソーシング
参加依頼を受信します。

2. サプライヤは既存のアカウントを使用する
か、新しいアカウントを作成するかを選択
します。

3. ポータルページが表示されたら、サプライ
ヤーが［新規アカウントを作成］をクリッ
クし、日付センターを選択します。

4. 入力した電子メールアドレスにワンタイム
パスワードが送信されます。

5. サプライヤが必須のプロファイル情報の詳
細を入力し、新しいサプライヤポータルの
操作性にアクセスします。

6. 標準サプライヤアカウントが正常に作成さ
れ、提案および契約にアクセスできるよう
になりました。

機能: Sourcing による登録によって招待がトリガさ
れました

4

1 3

5

2

6
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得意先の購買発注管理

https://sap.sharepoint.com/:v:/t/ProjectPhoenix916/IQC9N5JvJQuXSYOXw_gh2PV-Aa13fI-ZY-0Svzoxa8kxUQE?e=ddLsiu
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ソリューションエリア:購買発注

主な利点:

紹介: 購買発注 - SAP BTP 上の SAP Business Network

• 新しいタブナビゲーションで組織およびナビゲーションをクリアします
。

• 1 つの指図に対して複数の伝票が登録された場合の並列ステータスの透明
性により、個別のトランザクションステータスを表示することができま
す。

• 新規、変更済、取消済、または無効のいずれかである指図の残りのステ
ータスを視覚的に分離します。

• 横並びの明細ビュー。オーダーと明細の詳細を同時に表示したり、明細
の詳細間をナビゲートしたりすることができます。

• バージョンセレクタから任意の購買発注バージョンを選択して、そのバ
ージョンにナビゲートします。

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー

説明:

• 顧客からの注文書を受信し、その履行を管理します。
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上位のナビゲーションセクションお
よび注文書アクション

1. トップナビゲーションを使用すると、各セ
クションにすばやくアクセスすることがで
きます。

2. 「作成」ボタンを使用すると、オーダー確
認、出荷通知、請求書などを作成できます
。

3. [再送信] により、サプライヤユーザーは、
設定されたルーティング方法を使用してオ
ーダーを再送信することができます。

4. [非表示] を選択すると、サプライヤユーザ
ーが注文書一覧ページでオーダーを非表示
にすることができます。

5. [ダウンロード] では、サプライヤユーザー
が以下を行うことができます。

• 注文書を CSV にエクスポートする

• 注文書を cXML にエクスポートする

• PO PDF のエクスポート: サプライヤユーザーは
PO PDF バージョンを印刷することができます

機能: [注文書の詳細] ページへのアクセス

1

2 3 4 5
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伝票ステータス

1. 優先度の高いドキュメント (OC < ASN/SES 
< GR < INV) に関連する状況が表示されます
が、矢印アイコンをクリックして追加の状
況を確認することができます。

2. 確認、出荷、受領、サービス、および請求
ステータスに関する情報は、ステータス詳
細ポップアップに表示されます。

3. 新規、変更済、取消済、および無効ステー
タスは、残りの伝票トランザクションステ
ータスとは別に処理されます。

機能: [注文書の詳細] ページへのアクセス

1

3

2
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バージョンナビゲーションとバージ
ョン比較

1. ユーザは、アイコンをクリックして、表示
するバージョンを選択することができます
。

2. ユーザは、バージョン変更ダイアログから
任意の購買発注バージョンを選択してナビ
ゲートすることができます。

3. 「バージョン比較」により、ユーザーは注
文書の任意の 2 つのバージョンを比較する
ことができます。

4. 変更は、バージョン比較ダイアログに表示
されます。ユーザは、比較するバージョン
を選択することができます。ヘッダーおよ
び明細の変更が表示されます。

機能: [注文書の詳細] ページへのアクセス

1

2

3

4



16

明細の詳細

1. 追加の明細情報を表示するには、[明細] テ
ーブルで >アイコンをクリックします。

2. 追加の明細情報が右側のパネルに表示され
ます。一度に表示できる明細は 1 つのみで
す。追加の明細詳細には、以下が含まれま
す。

• 詳細: 含むテキスト、一般管理キー)、ステータ
ス (確認、出荷、入庫、および請求ステータス)
、出荷詳細、その他の情報 (Extrinsic)、価格設
定、および勘定設定

• 分類情報

• 納入日程行

• 税金

• 追加金額値引き、手数料)。

• コメント

• 添付文書

機能: [注文書の詳細] ページへのアクセス

1

2
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納入日程行明細

1. 特定の納入日程行が選択され、追加情報が
表示されます。

2. 追加情報には、購買担当者および保管場所
コードが含まれます。

購買発注履歴

購買発注に関連するイベントが表示され、トラ
ブルシューティングに役立ちます。

1. コメントは、発生したイベントを示します
。

2. 変更者は、変更の実行者を示します。

3. 変更時刻は、その発生時刻を示します。

4. [状況] は、注文書の状況を示します。

機能: [注文書の詳細] ページへのアクセス

1

2

1

2 3 4
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購買発注通知の容易な設定

1. 通知を表示および設定するには、User 
Avatar à Settings à Account 
Administration à Notifications に移動しま
す。オーダー通知は、[Network に関する通
知] の下に表示されます。

2. 通知設定を編集するには、[保存済みバージ
ョン] をクリックし、[ドラフト] を選択しま
す。

サプライヤユーザーは、以下の場合に電子メー
ルで通知されるようにを設定することができま
す。

3. オーダーを配送できない

4. 新しいオーダーが受け入れられます。

5. オーダーが変更される

機能: 注文書通知

1

3 4

2

5
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注文書ルーティングの設定

1. 注文書のルーティングを表示および設定す
るには、User Avatar à Settings à
Transactions à Document Routing に移動
します。

2. [通常のルーティング方法] セクションには
、すべてのドキュメントの種類に適用され
るルーティング方法が表示されます。

3. [通常のルーティング方法を上書きする] に
は、ドキュメントの種類ごとのルーティン
グ例外が表示されます。

4. 新しい設定を追加して通常のルーティング
方法を上書きするには、[作成] をクリック
します。

5. 通常のルーティング方法を上書きするには
、[ドキュメントの種類]、[ドキュメントサ
ブグループ]、[ルーティングドキュメント
コード]、および [ルーティング方法] を入力
します。

ルーティング方法を選択すると、(選択した

機能：注文書のルーティング

1

3

4

2

5

5

6
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注文書レポートの実行および設定

1. 購買発注レポートを作成および実行するに
は、レポートメニューオプションに移動し
ます。

2. [Create] をクリックして、新しいレポート
を生成します。

3. 購買発注に関連するレポートタイプは以下
のとおりです。

• 失敗した購買発注

• 未処理受注

• オーダー概要

• 購買発注

機能: 注文書レポート

1

3

2
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注文の確認

https://sap.sharepoint.com/:f:/t/ProjectPhoenix916/IgC-jKyGYlVXQY9mIG2nCchyAb6UfcLRY9_2z1KXsoSoN-k?e=2iYTkv
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ソリューションエリア:オーダー確認

導入: オーダー確認 - SAP BTP 上の SAP Business Network

説明:

• Commerce Automation 内で注文確認ライフサイクル全体を管理サプライヤーはポ
ータルまたは B2B 統合を介してオーダー確認を生成し、バイヤーはオーダー承認
、価格設定検証、および納入確約をリアルタイムで可視化します。

主な利点:

• サプライヤ向けのオーダー確認の生成および処理に関する使いやすい操作性。

• オーダー確認の作成および提出時のアプリケーションのパフォーマンスが向上しま
す。

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー
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既存のオーダー確認をすばやく検索
してアクセスする

1. ホームページでは、[概要] セクションから
オーダー確認に直接アクセスすることがで
きます。タイルをクリックして、[ワークベ
ンチ] からすべてのオーダー確認を表示し
ます。

2. オーダー確認の一覧を簡単にフィルタリン
グおよび検索できます。

機能: オーダー確認へのアクセス

1

1

2
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2

3

4

主な機能

1. 主要なオーダー確認属性は、すばやく方向付け
られるように、専用のオブジェクトヘッダーに
表示されます。

2. 関連コンテンツは、タブベースのナビゲーショ
ン (詳細、明細、コメント、添付文書、文書履歴
など) を使用して編成されます。

3. 明細は、確認関連項目をより明確に強調してレ
スポンシブテーブルに表示されます。

4. 添付ファイルおよびコメントは専用のセクショ
ンに表示され、見つけやすさが向上します。

機能: オーダー確認の詳細ページ

1
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ワークベンチまたはオーダーからの
オーダー確認の作成

ワークベンチから:

1. オーダー一覧から確認プロセスを開始し、[オーダ
ーの管理] → [オーダー確認] の順に選択して、ユー
ザビリティを改善し、応答時間を短縮します。

2. ダイアログから、[オーダー全体の確認]、[オーダー
全体の却下]、または [インライン情報更新による確
認] を選択して、アクションを確認します。

[注文書の詳細] ページから:

1. サプライヤが [作成] メニューの [] を選択して、[注
文書] ページから直接オーダー確認を作成できるよ
うにします。

2. サプライヤは、すべての明細を確認したり、すべて
の明細を却下したり、個別の明細をさまざまな状況
で更新したりできるため、効率的かつ正確なオーダ
ー確認処理が可能になります。

1

2

機能：オーダー確認の作成

1

2
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確認ページから:

1. 確認番号: オーダー確認を識別する参照番号を入力
します。BN では、接頭辞 OC-[購買発注番号] を使
用して確認番号を自動生成する

2. 配達予定日 / 出荷予定日: 指定した場合、選択した日
付がすべての明細に適用されます。

3. 読込専用として表示される行は、編集不可の情報を
示します。

4. 添付ファイル: サプライヤはオーダー確認に補助ド
キュメントを添付できます。[アップロード] をクリ
ックし、ファイルを選択して [添付ファイルを開く] 
をクリックします。

5. コメント: 必要に応じてコメントを入力します。

6. [Create（作成）] をクリックして、オーダー確認を
作成します。

7. 追加のチェックのために、登録されたオーダー確認
が表示されます。購買発注ステータスが "確認済" に
更新されます。

機能：オーダー全体の確認

1 2 3

4

5

6

2
7
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オーダー全体の却下

1. オーダー全体を却下するには、オーダー確認の
作成→ オーダー全体の却下の順にクリックしま
す。[却下理由] を選択し、コメントを入力して [
続行] をクリックします。

2. 指定された [却下理由]および [却下コメント] が [
オーダー確認] ページに表示されます。すべての
明細が自動的に [却下済み]ステータスに設定さ
れます。

3. [作成] をクリックして、却下されたオーダー確認
を提出します。

4. [オーダー確認] ページには、状況が [却下済み]
に設定されているすべての明細が表示されます
。注文書の状況が [却下済み]に更新され、サプ
ライヤの回答が反映されます。

機能: オーダー確認の却下

2

1

4
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行情報の更新

1. サプライヤは、オーダー確認で品目レベルの詳
細を直接更新することができます。
-商品明細と、明細ごとに異なる配達日を持つ分
割配達に対して、[未確認]、[確認済み]、[入荷待
ち]、および [却下済み] がサポートされます。

2. -サービス明細に対して [未確認]、[確認済み]、
および [却下済み]がサポートされます。

3. 続行するには、[オーダー確認の作成] をクリック
し、明細レベルで [情報更新ありで確認]を選択
します。

4. [オーダー確認のヘッダー] セクションで、[確認
番号] が自動的に生成されます (先頭に OC が付
けられ、注文書から誘導されます (例: OC-1234))
。サプライヤは、サプライヤ参照を入力するこ
ともできます。

5. サプライヤは各明細の確認状況を選択します。

6. サプライヤは、品目の詳細ページに移動して、[
補助品番]、[サプライヤバッチ ID]、およびその
他の品目固有の詳細などの追加情報を提供する
ことができます。

フィーチャ: 情報の確認および更新

1

2

1
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[確認対象品目] からのオーダー確認
の作成

1. 分割数量: 2 つの異なる日付に数量を出荷する場
合は、最初の日付の分割数量を入力します。SAP 
Business Network によって自動的に分割明細が
作成され、残りの数量 (注文書数量から以前に確
認された数量を差し引いた数量) が新しい明細に
割り当てられます。

2. マージ:以前に明細を分割し、元の注文書金額に
戻す場合は、同じ注文書明細に属する分割明細
を選択し、[マージ] をクリックします。SAP 
Business Network では、行が元の状況および値
に復元されます。

3. 明細の追加:サプライヤは、前のページに戻らな
くても、オーダー確認に不足している明細を追
加することができます。[明細の追加] をクリック
すると、選択した注文書に属するすべての未確
認明細および未選択明細がポップアップに表示
され、確認を迅速かつシームレスに完了するこ
とができます。

機能: 確認対象品目からのオーダー確認

1

2

3
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オーダー確認 CSV テンプレートの
ダウンロードおよびアップロード

1. [オーダー確認] CSV テンプレートにアクセス
するには、[クイックリンク] (青色のプルダウ
ンリスト) をクリックし、[アップロード/ダウ
ンロードジョブ] を選択します。

2. オーダー確認を作成する顧客を選択します。

3. OC CSV Template.csvを選択し、ダウンロー
ドをクリックします。

4. CSV ファイルを使用して、明細を確認、却下
、またはバックオーダーします。CSV を使用
して以前に提出したオーダー確認を更新する
ことはできません。1 つの CSV ファイルのす
べての確認は、同じ得意先を対象とする必要
があります。

機能: CSV によるオーダー確認

1 2

3
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オーダーの履行 -出荷通知
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ソリューション領域：出荷通知

紹介：事前出荷通知 - SAP BTP 上の SAP Business Network

説明:

• サプライヤユーザー向けの SAP Business Network Portal での出荷通知の生成、表示
、および設定のサポート

主な利点:

• 既存の世代の SAP Business Network でアクティブに使用される出荷通知のすべての
機能に対して、同等の機能を確保します。

• サプライヤ向けの出荷通知を生成するための使いやすい操作性。

• 出荷通知作成時のアプリケーションのパフォーマンスが向上します。

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー
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ワークベンチまたはオーダーから出
荷通知を作成する

ワークベンチから -オーダー:

1. [オーダーの管理] > [出荷通知] を選択して、
オーダー一覧から出荷プロセスを開始しま
す。

ワークベンチから -出荷対象品目:

2. 必要な明細または納入日程行明細を選択し
、[Create Ship Notice （出荷通知の作成
）] をクリックします。

[注文書の詳細] ページから:

3. [作成] メニューの [出荷通知] を選択して、
サプライヤが [注文書] ページから直接出荷
通知ドキュメントを作成できるようにしま
す。

機能：出荷通知の作成

1

2

3
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主な機能

このページから、サプライヤは出荷通知を作成
し、以下の情報を含めることができます。

1. 「出荷元」および「出荷先」の所在地

2. 出荷の詳細：出荷予定日と配達予定日を含
む

3. トラッキング詳細: 運送業者および追跡番
号

4. サプライヤは、[運送業者の管理] から [運
送業者名] の既定リストに追加の運送業者
を追加することができます。

機能: [出荷通知の作成] ページ

1

2

3 4
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主な機能

このページから、サプライヤは出荷通知を作成
し、以下の情報を含めることができます。

1. 出荷および輸送詳細

2. 出荷通知明細: サプライヤは、変換された
明細の情報に加えて、以下を実行すること
もできます。

• 注文書明細の追加

• 出荷通知明細の分割

• ASN 行削除

3. 発注者に対するコメント。また、バイヤー
の設定に基づいて添付ファイルを追加する
こともできます。

4. 出荷通知作成ページのオプション:

• プレビューàユーザーは ASN の送信前にレビ
ューモードになります。

• 保存して閉じるà伝票のドラフトを保持

• ドラフトの破棄à進行中の作業の削除

機能: [出荷通知の作成] ページ

1

2

3

4
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主な機能

必要に応じて、すべての出荷通知明細に追加情
報を含めます。

1. シリアル番号：出荷される各ユニットのシ
リアル番号および資産管理番号がサポート
されています。

2. 危険有害性詳細

3. 納入詳細

4. 梱包詳細: 特定の行の出荷に含まれる梱包
材の概要が表示されます。

機能: 出荷通知の作成明細の詳細ページ

1

2

3

4
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主な機能

パッケージページのオプション:

1. 削除à梱包情報を削除し、出荷通知明細
ページに戻る

2. 適用à変更が保存され、出荷通知明細ペ
ージに戻ります。

機能: 出荷通知作成梱包の詳細

1

2
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主な機能

提出前の [出荷通知] ページ:

1. 提出前にサプライヤに表示される [概要] ペ
ージ

2. 出荷通知プレビューページのオプション:

• 提出àにより ASN がバイヤー ERP システムに送
信されます。

• 編集à前のページ/編集モードに戻ります。

提出後の [出荷通知] ページ:

3. [出荷通知が提出されました] ページのオプ
ション:

• 編集àユーザーは、提出した出荷通知を編集
できます。ビジネスルールに依存

• キャンセルàユーザーは、提出した出荷通知
をキャンセルできます。ビジネスルールに依存

• エクスポートà ASN cXML および PDF バージ
ョンをダウンロードできます。

機能：出荷通知のプレビューおよび提出後のページ

1

2

3
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主な機能

ドラフト一覧ページ

ドラフト伝票は 60 日間保持されます。

1. [履行] メニューオプションからアクセスでき
ます。

2. 保存時に納品書 ID が割り当てられていない
場合は、作成日を含む自動生成値が割り当
てられます。

3. ドラフト ASN へのアクセス

[注文書詳細] ページのドラフト

4. ドラフトドキュメントには、[注文書の詳細
] ページ / [関連するドラフトドキュメント] 
セクションからもアクセスできます。

機能：出荷通知のドラフトサポート

1

2
3

4
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CSV ダウンロード/アップロードによ
る ASN の作成

サプライヤは、CSV テンプレートのアップロー
ドを実行することで、出荷通知を大量に作成す
ることができます。以下のステップに従います
。

CSV ダウンロードテンプレート

1. [クイックリンク] オプション (画像の青色の
プルダウンリスト) および [アップロード/ダ
ウンロードジョブ] をクリックします。

2. 出荷通知を作成する顧客を選択します。関
連する顧客の既存のすべての CSV テンプレ
ートが表示されます。

3. ASN CSV Template.csv を選択し、［ダウン
ロード］をクリックします。

機能：CSV による出荷通知の作成

3

2

1
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CSV ダウンロード/アップロードによ
る ASN の作成

CSV アップロードテンプレート

1. タブ "アップロード" に移動し、オプション "
アップロード" をクリックします。

2. 種類として [Ship Notice (.csv)]、[Customer]、[Filled 
in template]を選択します。

3. ファイルをアップロードした後、［更新］
をクリックすると、テンプレートの［状況
］が［完了］、［完了（エラーあり）］、
または［失敗］に更新されます。

• 完了したテンプレートによって、[出荷通知] 一
覧ページに表示される出荷通知が生成されます
。

• [完了 (エラーあり)] テンプレートには、正常に
作成された出荷通知と失敗した出荷通知が含ま
れます。詳細はログで参照できます。

• 失敗したテンプレートの詳細は、ログ表示オプ
ションで利用できます。

機能：CSV による出荷通知の作成

3

2

1
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主な機能

バイヤーは、注文書情報、出荷通知情報、バー
コードラベル、QR コードなどを含めることが
できる出荷ラベルをカスタマイズすることがで
きます。

これらの出荷ラベルは、サプライヤユーザーが
エクスポートできます。

• 出荷通知の作成中àバイヤーのビジネスル
ールの設定によって異なります。

• ASN 登録後

出荷ラベルのエクスポート

1. 顧客は、ドキュメントレベルまたは明細 (も
しくはその両方) で 1 つまたは複数の出荷ラ
ベルを割り当てることができます。

2. 生成された PDF は、サプライヤがパッケー
ジラベルとして使用できます。このラベル
は、バイヤーが商品を受け取るとスキャン
できます。

機能: 出荷ラベルのエクスポート

2

1
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出荷通知電子メール通知

1. [ホーム] ページの [通知の設定] オプションか
らアクセスできます。

2. 「出荷通知失敗」および「未出荷オーダー
品目のリマインダ」（バイヤーのビジネス
ルールに依存）を使用できます。

3. 出荷通知電子メール通知の例

機能：出荷通知の電子メール通知

1

2

3
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主な機能

1. ドキュメントルーティング設定にアクセス
するには、[設定]、[取引] に移動し、[ドキュ
メントルーティング] を選択します。

2. 出荷通知のルーティングは、すべてのバイ
ヤーに対してグローバルに設定することも
、顧客ごとに個別に設定することもできま
す。

機能: 出荷通知のルーティング設定

1

2



公開

オーダーの履行 -入庫
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ソリューションエリア:入庫

主な利点:

• 既存の世代の SAP Business Network で、現在使用されているすべての入
庫機能の同等性が確保されます。

• UI5 コンポーネントによる UX/UI の刷新
• 入庫処理時のアプリケーションのパフォーマンスが改善されます。

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ:ロジスティクス領域のサプライヤユーザ

導入: SAP BTP の SAP Business Network での入庫

説明:

• 受注の入庫ステータスの追跡
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主な機能

1. メインメニューから、フルフィルメント > 
入庫を選択して、一覧ページにアクセスし
ます。

機能: 入庫へのアクセス

1

2
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主な機能

1. 入庫ヘッダ情報

2. 注文書および出荷通知への参照を含む受領
書明細

3. 展開された明細ビュー

機能: 入庫詳細ページ

1

2

3
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主な機能

1. 関連伝票

2. バイヤーからサプライヤへのコメント

3. 履歴セクション

機能: 入庫詳細ページ

1

2

3



公開

顧客への請求
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ソリューションエリア:請求

主な利点:

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー

ご紹介：SAP BTP 上の SAP Business Network での請求書処理

説明:

• 業務トランザクション変換による請求登録時のデータ入力の削減
• 正確なデータを使用して請求書承認サイクルを短縮します。
• 請求書承認または却下ステータスを購買担当者からリアルタイムで取得します。

• サプライヤユーザーが注文書、出荷通知、または入庫を変換して請求書を取得することを許可す
る
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• 自動ドラフト保存 -失注なし:

• 請求書セクションへのナビゲーション:

請求書：主なハイライト

• エラー処理:

• ナビゲーション:
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ワークベンチまたはオーダーからの
請求書の作成

1. 一覧で指図を選択し、指図管理をクリックしま
す。

2. ドロップダウンメニューで請求書を選択するか
、一覧からオーダーをダブルクリックして請求
書を選択します。注: [請求書] オプションが灰色
で表示され、注文書の状況が [新規] の場合は、
顧客が [オーダー確認] または [出荷通知] の提出
を要求していることを意味します。

3. 注文書から請求書を作成するには、[作成] メニュ
ーをクリックし、プルダウンリストから [請求書] 
を選択します。

機能: 請求書登録

2

1

3
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請求書番号と住所の追加

1. ページタブを使用してセクション間を移動し、
必要な請求書情報を追加します。

2. 最初に、請求書番号を入力します。含めること
ができる文字数は、お客様が制限する場合があ
ります。（注：注文書から請求書フォームにデ
ータを入力します。）

3. 次に住所を追加してください。最初に、ドロッ
プダウンリストからサプライヤの住所を選択し
ます (販売先機能を使用して、会社プロファイル
に保存されている住所の一覧が表示されます)。

4. [住所の編集] をクリックして、手動で住所を導入
することもできます。新しい住所を編集/導入で
きるポップアップが表示されます。

5. [請求] セクションでは、[送金先]、 [請求元] 、お
よび [請求先]の住所に対して同じ処理を行うこ
とができます。

機能: 請求書登録

2

1

3

4

5
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請求書のアクション、状況、履歴、
および出荷の詳細

1. [請求書] ページでは、[請求書のコピー] (類似デ
ータを含む別の請求書を作成するため)、[cXML 
をエクスポート] ([] および [請求書] の cXML 形式
をダウンロードする場合)、[PDF をエクスポート
] ([請求書] の PDF 形式をダウンロードする場合)
、または [キャンセル] ([キャンセル] および [請求
書] の場合) を行うことができます。

2. 請求書状況は、[請求書] ヘッダーで簡単に表示で
きます。

3. 伝票履歴を表示するには、伝票ヘッダ情報でこ
のオプションを選択します。

4. 出荷の詳細については、[出荷ルール] オプション
を使用して、ヘッダーまたは明細レベルの出荷
詳細に移動します。ここでは、ドロップダウン
から [出荷元住所] を選択し、[住所の編集] オプ
ションを使用して、請求書に対する新しい住所
を変更/追加することができます。

5. 出荷伝票セクションで、納品書または納品書 ID (
オプション) を追加することができます。

機能: [請求書の詳細] ページ

2

1

3

4
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明細を追加、削除、または変更する
ことができます。

1. 請求書に含めるオーダーから変換された品目を
選択できます。

2. 明細を追加する場合は、明細追加オプションを
選択し、詳細を入力します。

3. 明細を削除するには、削除する行を選択し、削
除をクリックします。削除を確認するように求
められます。

4. 変更する明細の右隅にある矢印をクリックしま
す。詳細を追加/変更します。

機能: 請求書明細

1

2

3

4
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明細へのコメントおよび添付ファイ
ルの追加

1. コメントは、[追加情報] で明細に追加することが
できます。

2. 添付文書を追加するには、アップロードをクリ
ックしてファイルを選択します。添付ファイル
にウィルスがないかどうかがスキャンされます
。

3. 終了したら、適用をクリックしてすべての変更
を保存します。

機能: 請求書明細

1

2

3
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明細レベルの税

1. [税ルール] で、[明細レベルの税を追加] を選択し
ます。税で、情報を入力し、税明細追加オプシ
ョンをクリックします。

2. プルダウンリストから [税カテゴリ] を選択し、
税率を追加します。明細詳細を編集したら、適
用をクリックして請求書に戻ります。

支払条件

1. 追加金額オプションで、支払条件を含むを選択
します。

2. 請求書に支払条件を追加する

値引きおよび手数料

1. [追加金額オプション] テーブルでオプションを選
択して、ヘッダーレベルで値引きおよび手数料
を追加することができます。

2. ドロップダウンからサービスコードを選択し、
詳細を入力します。

機能: 請求書明細

1

2

3
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請求書の変更は自動的に保存されま
す

1. 作業を続行して請求書を完了するには、[次へ] を
クリックします。

2. ドラフトを保存して後で作業を続行するには、
保存して閉じるオプションを選択します。

3. 作業を再開するには、メインメニューで [請求書] 
を選択し、[ドラフト]を選択してから、一覧から
請求書を選択します。

4. ドラフトを破棄するには、ドラフト破棄オプシ
ョンを選択します。確認を求められます。

機能:請求書ドラフトの保存

1

3

4
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却下エラーのプレビュー、送信、お
よび解決

1. [Next（次へ）] をクリックして、請求書の作成
を終了します。

2. プレビューが生成されます。請求書の情報を検
証し、詳細を編集します (上部の [編集] オプショ
ン)。

3. 請求書をバイヤーに送信するには、[提出] をクリ
ックします。顧客が請求書の更新を開始すると
、状況が通知されます。

4. 請求書がバイヤーによって却下されると、通知
が表示され、ピンクのストリップに請求書エラ
ーが指定されます。

5. 編集オプションを選択し、エラーに従って変更
を追加し、請求書を再送信します。

機能:請求書のプレビューおよび提出

1

2

3

4
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[ワークベンチオーダー] タイルから
注文書に簡単にアクセスして開始し
ます。

1. 請求対象の注文書を選択します。[請
求書の作成] ボタンは、注文書に対
して出荷通知が存在する場合にのみ
有効化されます。

2. 注文書に対して複数の出荷通知
がある場合は、出荷通知選択の
中間画面が表示されます。バイ
ヤーによって [請求書に出荷通知
への参照リンクを含める] が有効
化されました。

3. ドロップダウンから ASN を選択し、
標準プロセスとしての請求書の作成
に進みます。

1

機能:注文書あり請求書 (出荷通知参照あり)

出荷通知明細の数量
2
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[ワークベンチオーダー] タイルから
注文書に簡単にアクセスして開始し
ます。

1. 購買発注詳細ページで、関連伝票にナビ
ゲートします。ここには、GRN 伝票が表
示されます。

2. [請求対象の受領書の選択] ウィザードで
は、注文書に対して複数の受領書があり
ます。[請求書に受領書への参照リンクを
含める] ビジネスルールがバイヤーによっ
て有効化されました。

3. 一覧から 1 つまたは複数の GRN を選択し
ます。

1

3

2

機能: GRN 参照のある注文書あり請求書
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請求書画面

1. ［作成］→［請求書］をクリックし
ます。

2. 選択した GRN で参照される購買発
注明細に対して請求書が登録されま
す。

3. 請求書明細の数量は、対応する受入
済み数量を超えることはできません
。

機能: GRN 参照のある注文書あり請求書



公開

ユーザおよびロールの管理
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ソリューションエリア:ユーザ管理

主な利点:

はじめに：会社のユーザーと役割を管理

• 刷新された管理エクスペリエンスにより、ユーザ、ロール、および権限のより明確なビューが提
供され、リアルタイムの変更処理によって管理オーバーヘッドとエラーが削減されます。

• サプライヤー管理者は、事前定義されたロールを活用し、権限設定を標準化して、カスタム設定
の必要性を軽減することができます。

• 管理者主導のパスワードのリセットと、プロファイル変更の確認ページの明確化により、エンド
ユーザーの透明性が向上します。

• アカウント/ユーザーレベルの多要素認証 (MFA) 設定を使用して、アクセスセキュリティを強化
することができます。

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー

説明:

• セルフサービスにより、ユーザーを管理し、ロールベースのアクセス制御により、社内のユーザ
ーの職務を分離することができます。これにより、得意先割当に基づいてユーザアクセスを管理
することができます。
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ロールを作成して、会社のニーズに
合わせてユーザアクセスを制御しま
す。

1. [設定] -> [アカウント管理]から [ユーザー
および

2. ［作成］をクリックして新しいユーザーを
作成し、新しいユーザーに基本情報を提供
します

3. ロールを新規ユーザに割り当て、管理する
新規ユーザに顧客を割り当てます。

機能：ユーザーの管理

1

2

3

SBN ユーザー 1

SBN ユーザー 2

sbn.user1@sap.com

sbn.user2@sap.com

ユーザ 1

ユーザ 2

SBN

SBN

1
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ロールを作成して、会社のニーズに
合わせてユーザアクセスを制御しま
す。

1. [設定] -> [アカウント管理]から [役割の管
理] にアクセスし、[作成] をクリックして新
しい役割を作成します。

2. 意味のあるロール名および説明の入力

3. ルールへの権限の追加

4. ユーザへのロールの割当

機能：役割の管理

1

3

2

4



公開

会社プロファイルと顧客取引関係の
管理
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説明:

• 製品カテゴリとともに会社プロファイルを更新し、バイヤーが検索および発見できるように

してください。お客様は、貴社との取引関係またはソーシング関係を依頼し、確立して、ビ
ジネスを成長させることができます。

主な利点:

• ビジネスの拡大：バイヤー顧客が貴社を発見し、追加のビジネスチャンスについて連絡
します。

• ビジネスリレーションシップを 1 カ所で管理 (顧客との承認または却下の関係を含む)

• 簡略化されたサプライヤ管理: サプライヤは、新しい [取引関係] ページからリンクされ
たすべての子アカウントを表示およびアクセスできるようになりました。シームレスな
ログインにより、各子アカウントを個別に管理することができます。

導入：会社プロファイルとカスタマーリレーションシップマネージメント

ソリューションエリア:プロファイルおよび関係

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー
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会社プロファイルの更新

1. ホームページの [アカウント設定] → [会社
プロファイル]へのアクセス

2. 基本データを更新するには "編集" をクリッ
クしてください

3. "証明書" の追加

4. 「サステナビリティ評価」の入力

機能: 会社プロファイル

1

3

2

4
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組織構造および追加エンティティ

1. 会社の "追加エンティティ" の更新

2. "組織構造" のチェック

機能: 会社プロファイル

1

2
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ビジネスおよび連絡先情報

1. "国設定" の更新

2. 「連絡先」を追加

3. プロファイルの主要な追加「設定」

機能: 会社プロファイル

1

2

3
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顧客との関係を管理

1. 詳細表示にすばやくアクセス (旧 UI)

2. すべての取引開始依頼を自動的に承認

3. 顧客関係のフィルタリング、検索、および
グループ化

4. 一括アクション (受入/却下) およびエクス
ポート機能

機能：顧客取引関係

3

4

2

1



公開

提案および契約コラボレーション
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ソリューション領域：ソーシング

主な利点:

導入：提案および契約コラボレーション

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー

• 複数の顧客のソーシングシステムへの 1 つのエントリポイント。

• ソーシングイベントへのリアルタイムアクセスと、バイヤーからの更
新の受信

• 購買担当者とのペーパーレスコラボレーションと生産性の向上

説明:
• サプライヤーがサプライヤー質問事項に入力したり、ソーシング
入札イベントに回答したり、商業契約編成でコラボレーションし
たりすることを許可します。
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ソーシングとネットワークの顧客への容
易なアクセス、遅延の排除、および卓越
したパフォーマンスの実現

1. すべてのネットワーク文書に対して
1 つのポータル。

2. 一覧から顧客を選択するための検索
およびソートオプション。

3. 1 つの顧客の契約、提案、および質
問表に複合ビューでアクセスするこ
とができます。

4. リードおよび得意先依頼プロファイ
ルの管理など、他のアクションへの
簡単なナビゲーション。

機能：お客様との提案および契約コラボレーション

1

2
3



公開

顧客支払追跡
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ソリューションエリア:支払

導入: 支払提案依頼および送金通知

説明:
• 支払スケジュールまたは支払提案依頼 (PPR) は、請求書の予測支払日、金額、および支払方法に関す
る詳細をサプライヤに提供するドキュメントです。

• 送金通知または支払送金領収書 (PRR) は、バイヤーがサプライヤに送信した個別の支払いに関する詳
細を提供するドキュメントです。

主な利点:

• 計画請求書支払スケジュールに関する購買担当者からの透明性を確保します。

• 購買担当者から実際の支払詳細をリアルタイムで取得します。

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー
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支払予定

1. [Payment] → [Scheduled 
Payments] をクリックします。

2. 支払予定を検索する

3. 支払詳細をチェックする

4. 支払タイムラインをチェックする

機能:支払予定申請

1

2

3 4
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支払予定

1. [PaymentàRemittance] をクリッ
クします。

2. 送金を検索する

3. 送金詳細をチェックする

4. 支払概要のチェック

機能：送金

2

3
4

1



公開

サービス入力シート
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ソリューションエリア：サービスシート

主な利点:

ソリューション対象：取引先向け SAP Business Network

ペルソナ：サプライヤーユーザー

導入: SAP BTP の SAP Business Network のサービス入力シート

説明:

• サービスシートは、実行されたサービスをサプライヤが記録し、承認のためにバイ
ヤーに提出する主要なドキュメントの種類です。

• サービス詳細をバイヤーに取得し、請求サイクルを迅速化します。

• バイヤーと取引先間のサービス購買プロセスをサポートし、サービスシート
を介してサービス証明を取得します。
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サービス入力シート登録画面

1. [注文書] 詳細画面の [サービスシート
の作成] ボタン

サービス入力シート登録
サービスプロバイダ
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サービス入力シート登録画面

1. ヘッダーレベルの小計金額

2. サービスシート ID

3. サプライヤ参照

4. サプライヤ詳細

5. 得意先詳細

6. 参照伝票番号 -購買発注

7. サービス期間日付

1. サービス開始日

2. サービス終了日

8. フィールドコントラクタ

9. フィールドエンジニア

10. 承認者

11. 最終 SES 区分

サービス入力シート登録
サービスプロバイダ
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サービス入力シート登録画面

1. 計画外明細の追加

注文書明細に [最高金額] および [予定値
] が含まれている場合、サプライヤユー
ザーは、このボタンをクリックして計
画外明細を追加することで、未計画明
細を追加することができます。

2. 明細削除

計画外明細または計画明細を削除する
ための [削除] ボタン

サービスシートの作成 -明細の詳細
サービスプロバイダ用
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サービス入力シート登録画面

3. 明細除外

サービスシートの作成時に注文書明
細を除外する必要がある場合は、明
細を選択して [行を除外] ボタンをク
リックすることができます。明細は
除外されます。この機能は、後で明
細を削除するのではなく、サービス
シートに明細が必要であると判断し
た場合に役立ちます。

除外列はいいえに設定されます

サービスシートの作成 -明細の詳細
サービスプロバイダ用
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サービス入力シート登録画面

4. 明細を含める

サービスシートの作成時に注文書明
細を含める必要がある場合は、明細
を選択して [明細を含める] ボタンを
クリックし、除外された明細を含め
ることができます。

包含列ははいに設定されます。

サービスシートの作成 -明細の詳細
サービスプロバイダ用
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サービス入力シート登録画面

5. ツリー全体を圧縮

折りたたみオプションを使用すると、親
明細のみが表示されるように階層が切り
替わります。

6. ツリー全体を展開

階層全体が展開され、すべての下位
明細とサブノードが表示されます。

サービスシートの作成 -明細の詳細
サービスプロバイダ用
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サービス入力シート登録画面

明細詳細ビュー

ユーザーは、以下のような明細の詳
細を表示/編集することができます。

1. 内容説明

2. サービス開始日

3. サービス終了日

4. 数量

5. 単価 (ルールに基づいて編集可能)

6. 価格設定詳細 (価格基準数量) はル
ールに基づいて編集可能

サービスシートの作成 -明細詳細ビュー
サービスプロバイダ向け
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サービス入力シート登録画面

明細レベルのコメントおよび添付ファイ
ル

– ユーザはコメントを入力すること
ができます。

– 添付ファイルは、明細レベルで補
足ドキュメントとして追加するこ
とができます。

サービスシートの作成 -明細の詳細
サービスプロバイダ用
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サービス入力シート登録画面

ヘッダーレベルのコメント、添付ファイ
ル、および概要

– ユーザはコメントを入力すること
ができます。

– 添付ファイルは、ヘッダーレベル
で補足ドキュメントとして追加す
ることができます。

– サマリーセクション

o 小計

– 文書の自動保存

– ［次へ］ボタン

– 保存して閉じる (ドラフト)

– ドラフト破棄

サービス入力シート登録 -ヘッダレベル
サービスプロバイダ
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サービスシートのキャンセル

1. ユーザーは、作成されたサービス
シートをキャンセルすることがで
きます。ポップアップが表示され
、ユーザーは [はい] をクリック
してキャンセルすることができま
す。

2. ユーザーは、[簡易/拡張限度額] 
シナリオでサポートされている承
認済み SES をキャンセルするこ
ともできます。

3. サービス入力シートがバックエン
ド ERP で削除されます。

注: 処理が SES cXML で削除として送
信されます。

サービスシートキャンセル機能
サービスプロバイダ用
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編集および再送信

1. サプライヤユーザーが SES を作
成し、バイヤーがバックエンド
ERP で SES を却下します。

2. 状況更新要求が却下理由とともに
サプライヤに送信されました。サ
プライヤはドキュメントを編集し
て再提出することができます。

3. サプライヤが SES を再提出する
と、バックエンド ERP で新しい
SES が作成されます。

注: 処理が cXML で新規として送信さ
れます。

サービスシートの編集および再提出
サービスプロバイダ用
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編集および再送信

1. サプライヤユーザーが SES を作
成し、バイヤーがバックエンド
ERP で SES を却下します。

2. 状況更新要求が却下理由とともに
サプライヤに送信されました。サ
プライヤはドキュメントを編集し
て再提出することができます。

3. サプライヤが SES を再提出しま
す。これにより、バックエンド
ERP で既存の SES が更新されま
す。

注: 処理が cXML で更新として送信さ
れます。

サービスシートの編集および再提出
簡易/拡張制限機能
サービスプロバイダ用

SAP Integration 
Suite 管理ゲート
ウェイ
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編集および再送信

1. 取引ルールの検証により、却下が
発生する場合があります。

または

2. バイヤーユーザーは、ドキュメン
トを却下し、却下理由を指定する
ことができます。

3. 最後の手順として、サプライヤユ
ーザーは [サービスシート] ページ
の [編集] ボタンをクリックして、
ドキュメントを編集および再提出
することができます。

サービスシートの編集および再提出
サービスプロバイダ用
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リソース

はじめに?
サプライヤ向け BTP の SAP Business Network クイックツア
ー

サポートが必要な場合
ヘルプリソース

詳細情報
BTP 上の SAP Business Network

https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://support.ariba.com/item/view/213272
https://www.sap.com/products/business-network/suppliers/support.html
https://support.ariba.com/item/view/213126
https://support.ariba.com/item/view/213126
https://support.ariba.com/item/view/213126
https://support.ariba.com/item/view/213126
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